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医
餐
㊥
￥

　
国
保
係
で
は
今
年
の
五
月
と
六

月
に
病
院
等
で
受
診
さ
れ
た
世
帯

へ
、
医
療
費
の
お
知
ら
せ
を
八
月

と
九
月
に
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

年
々
増
え
つ
づ
け
る
医
療
費
の
実

態
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

健
康
の
た
い
せ
つ
さ
を
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
日
ご
ろ
の
健
康
保
持
、

増
進
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
す
。

　
自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
管
理

し
、
元
気
に
毎
区
を
過
ご
し
ま
し

よ
・
つ
。

天
ぷ
ら
錨
に
襲
る
球
災
に

　
　
　
知
観
a
鐵
酒

　
一
般
家
庭
で
使
用
す
る
天
ぷ
ら

油
（
○
・
五
尼
ー
一
2
）
を
、
家
庭
用

ガ
ス
コ
ン
ロ
で
加
熱
す
る
と
、
二

十
分
～
三
十
分
で
発
火
点
の
温
度

に
達
し
ま
す
。

　
着
火
直
前
に
は
、
多
量
の
白
煙

を
発
生
し
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は
・

火
を
消
し
て
温
度
を
下
げ
て
く
だ

さ
い
。

　
天
ぷ
ら
鍋
を
火
に
か
け
た
と
き

は
、
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
離
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
天
ぷ
ら
油
の
消
火
方
法
と
し
て

は
、
①
濡
れ
た
バ
ス
タ
オ
ル
・
シ

ー
ツ
で
鍋
を
覆
う
方
法
　
②
粉
末

消
火
器
を
用
い
る
方
法
等
が
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
①
の
場
合

は
、
準
備
に
手
間
が
か
か
り
、
②
の

場
合
は
、
途
中
で
消
火
剤
の
放
出

を
止
め
る
と
再
着
火
す
る
な
ど
の

欠
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
消
火
の

際
は
、
充
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
油
の
場
合
は
、
直
接
水
を
入
れ

る
と
た
い
へ
ん
危
険
で
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

労
働
組
置
の
探
願
職
場
に

　
　
働
鋸
ぺ

　
新
潟
県
労
働
者
信
用
基
金
協
力

の
保
証
に
よ
り
労
働
者
の
中
で
次

の
よ
う
な
人
が
労
働
金
庫
か
ら
融

資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
勤
務
先
に
労
働
組
合
が
な
い
方

●
勤
務
先
に
労
働
組
合
が
あ
っ
て

も
、
そ
の
労
働
組
合
が
労
働
金
庫

に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

●
勤
務
先
の
労
働
組
合
が
労
働
金

庫
に
加
入
し
て
い
て
も
、
管
理
職

等
の
た
め
、
労
働
金
庫
を
利
用
で

き
な
い
方

〈
種
類
〉

★
住
宅
ロ
；
ン

　
融
資
金
額
二
千
万
円
以
内
。
返

　
済
十
年
か
ら
二
十
五
年
以
内

★
暮
ら
し
の
ロ
ー
ン

　
融
資
金
額
一
千
万
円
以
内
、
返

　
済
十
年
か
ら
二
十
五
年
以
内

　
（
不
動
産
担
保
）

★
暮
ら
し
の
ロ
ー
ン

　
融
資
金
額
百
万
円
以
内
、
返
済

　
五
年
以
内
（
無
担
保
）

◎
詳
し
く
は
、
労
働
金
庫
十
日
町

　
支
店
（
豊
毛
五
i
七
－
全
8
）
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
詮
融
践
鱒
懸
ら
の

　
　
　
癌
ぢ
蝕

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
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宅
建
設
資
金
の
申
返
み
受
付
け
を

次
の
要
領
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

★
受
付
期
間

　
五
十
七
年
七
月
二
十
七
日
～
八

月
三
十
一
日
ま
で

★
選
考
方
法

　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ
り
行
い

ま
す
。

★
資
格

o
自
分
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
新

築
す
る
方
で
土
地
の
準
備
が
で
き

て
い
る
方

〇
一
定
基
準
以
上
の
月
収
の
あ
る

方★
融
資
額

　
木
造
住
宅
（
八
十
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
）
の
場
合
四
百
八
十
万
円

～
五
百
万
円
、
な
お
、
断
熱
構
造

工
事
な
ど
の
場
合
は
加
算
あ
り

★
利
率
　
年
五
・
五
％

★
返
済
期
間
　
木
造
の
場
合
二
十

五
年
以
内

★
申
込
場
所
「
住
宅
金
融
公
庫
取

扱
店
」
と
表
示
さ
れ
た
金
融
機
関

（
村
内
で
は
、
中
里
農
協
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
）

鵬灘
響
け

　
昭
和
五
十
七
年
度
、
年
金
福
祉

事
業
融
資
の
第
二
回
目
の
借
入
申

込
受
付
け
期
間
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
被
保
険
者
住
宅
資
金
貸
付
け

　
の
一
般
住
宅
分
に
係
る
借
入
申

　
込
受
付
け
期
間

　
★
七
月
十
九
日
～
八
月
二
〇
日

二
、
被
保
険
者
住
宅
資
金
貸
付
け

　
の
う
ち
、
住
宅
金
融
公
庫
へ
の

　
業
務
を
委
託
し
て
貸
付
け
を
行

　
っ
て
い
る
も
の
（
併
せ
貸
し
分
）

　
に
係
る
借
入
申
込
受
付
期
間

　
★
七
月
二
十
七
日
～
八
月
三
十

　
　
一
日

　
但
し
、
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て

も
、
借
入
申
込
額
が
募
集
枠
に
達

し
た
と
き
は
、
締
め
切
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
融
資
分
に
つ
い
て

借
入
申
込
額
が
融
資
予
定
額
を
越

え
る
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
貸
付
・

け
の
決
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

の
￥
㊥
・
＠
・
⑱

＊
お
め
で
た
＊

和
　
恵
（
上
原

　
豊
　
（
滝
沢

麻
　
衣
（
滝
沢

　
梢
　
　
（
桑
原

真
理
子
（
藤
田

加
代
子
（
広
田

勇
　
輝
（
岡
村

幸
　
三
（
江
口

智
　
美
（
藤
田

美
　
久
（
中
嶋

裕
　
也
（
大
口

雅
　
代
（
上
原

　
竜
　
　
（
山
田

ま
な
み
（
樋
口

＊
お
く
や
み
＊

樋山服竹徳
口田部藤井

軍東利徳シ
蔵吉一長ゲ

修
吉
）
上
　
山

　
勉
）
田
　
代

角
夫
）
田
　
代

正
孝
）
田
　
代

真
実
）
小
　
原

武
夫
）
干
　
溝

悦
男
）
倉
　
俣

文
男
）
如
来
寺

　
昇
）
宮
　
中

　
睦
）
本
屋
敷

道
雄
）
重
　
地

和
栄
）
上
　
山

　
敦
）
宮
　
中

進
三
）
通
り
山

79　78　62　74　84

荒宮小芋堀
　　　之
屋中原川内

防う
噂蘭以1

湯に剖
ゴミに、

あ‘タま・

裟しよう

1》漣，

まで，

編
集
後
記

　
礁
．
勘
　
で

　
　
　
　
　
　
つ

、

臣
管
る
の
守

用
健
ど
糠
問

　
　
　
　
㌧
期
う

こ
町
原
て
存
よ

灘
養
検
篁

蕪
ゆるく包んで

ゆるく包んで

　
八
月
二
日
の
二
時
こ
ろ
吹
き
荒

れ
た
台
風
十
号
は
、
住
宅
一
部
破

損
、
二
十
一
件
を
は
じ
め
、
農
作
物

（
タ
バ
コ
、
ト
マ
ト
、
ダ
イ
コ
ン

な
ど
）
や
林
産
物
に
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
役
場
の
調
べ
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

被
害
総
額
が
、
九
千
四
十
一
万
八

千
円
に
及
ん
で
い
ま
す
。
人
的
被

害
も
一
人
で
ま
し
た
。
風
の
強
い

と
き
は
、
外
に
出
る
と
大
変
危
険

で
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

広
の

擁難畿

懸構篠

搬

．
欝

、
輯
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去
る
七
月
九
日
、
統
合
中
学
校

用
地
で
統
合
中
学
校
校
舎
建
築
工

事
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
六
・
三
制
の
学
制
改
革
に
よ
っ

て
昭
和
二
十
二
年
に
設
置
さ
れ
た

村
内
の
三
中
学
校
が
、
昭
和
六
十

年
に
中
里
中
学
校
と
し
て
新
し
く

生
れ
変
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

怠

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
昭
和
三
十

年
に
田
沢
村
と
倉
俣
村
が
合
併
し

翌
年
、
貝
野
村
が
合
併
し
て
中
里

村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
、
経
済
の
高

度
成
長
、
都
市
へ
の
人
口
流
出
、

急
激
な
過
疎
化
現
象
に
よ
り
、
合

併
当
時
は
、
九
千
八
百
人
余
り
あ

馨灘驚

灘幾

完成予想図
っ
た
人
口
も
、

現
在
で
は
、
七

千
余
人
に
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
人

口
推
移
の
中
で

中
学
校
の
生
徒

数
も
左
表
の
よ

う
に
減
少
し
つ

づ
け
、
教
育
効

果
の
減
退
が
問

題
と
な
っ
て
き

　
み生徒数の推移o印見込

ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
中
学

校
と
も
戦
後
ま
も

な
い
時
期
に
建
て

ら
れ
た
木
造
校
舎

で
老
朽
化
が
す
す

み
、
教
育
環
境
が

低
下
し
て
き
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た

竣
鋒
轟

　
油
『

響
づ
零

猟
、

、
　
塾

紹

こ
と
か
ら
統
合
問
題
が
慎
重
に
検

討
さ
れ
、
よ
う
や
く
実
施
に
移
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

教
育
環
境
・
設
備
の
充
実

　
中
学
生
の
年
代
は
、
精
神
的
に

も
身
体
的
に
も
大
き
く
成
長
す
る

時
で
あ
り
、
義
務
教
育
の
最
も
重

要
な
時
期
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
中
学
校
が
統
合
す
る
こ
と
に

よ
り
、
教
育
予
算
を
効
率
的
に
執

犠，

度
田沢（中） 倉俣（中） 貝野（中） 合計

34 302 160 123 585
37 472 158 187 817
42 404 142 90 636
47 272 113 66 451

53 230 63 64 357
55 211 56 65 332
56 214 54 52 320
57 225 52 42 319
⑱ 205 46 27 278
⑲ 198 43 35 276
⑳ 202 40 36 278

懸螺織鑑’購

クワ入れの

行
す
る
こ
と
が
で

き
、
教
育
環
境
や

設
備
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
統
合

す
る
こ
と
に
よ
り

教
職
員
の
組
織
体

制
を
充
実
で
き
、

学
習
指
導
や
ク
ラ

ブ
、
部
活
動
な
ど

が
活
発
に
な
り
、

　
教
育
レ
ベ
ル
の

向
上
に
期
待
が
も
た
れ
ま
す
。

　
当
村
の
よ
う
な
小
さ
な
村
ほ

ど
、
村
民
が
一
体
と
な
っ
て
、

村
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
同
じ
中
学
校
で
学
び
、

生
徒
の
う
ち
か
ら
、
連
帯
感
を

深
め
て
い
く
こ
と
も
た
い
せ
つ

な
こ
と
で
す
。

校
舎
建
築
工
事
発
注

携剤美術室

抽ilブレ

　
ム

　
レ

　
レ

　
プ

場
搬

呑水
福
、

　
統
合
中
学
校
校
舎
建
築
の
指
名

競
争
入
札
（
十
社
）
が
去
る
六
月
二

士
百
に
行
わ
れ
、
前
田
建
設
工
業

株
式
会
社
が
落
札
し
、
工
事
請
負

契
約
が
六
月
二
十
四
日
中
里
村
定

例
村
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

★
工
事
請
負
金
額
　
六
億
四
千

四
百
五
十
万
円

★
工
期
　
五
十
七
年
六
月
二
十

五
日
か
ら
五
十
八
年
十
月
三
十

一
日

理科室

昇降面

進む建築工事
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　　おめでとう
　　　　　　　2⑪歳

としてのスイiフート会社

　
七
月
十
六
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
成
人
を
迎
え
た
の
は
、

昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
三

十
七
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
人

た
ち
百
三
十
四
名
で
す
。
そ
の
内

当
日
式
に
出
席
さ
れ
た
の
は
、
七

十
三
名
で
す
。

　
式
典
の
前
に
恒
例
と
な
っ
て
い

る
健
康
検
査
（
検
尿
、
貧
血
検
査
、

血
圧
測
定
、
梅
毒
検
査
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
鈴
木
教
育
委
員
長

の
式
辞
の
あ
と
、
上
村
村
長
が
「
成

人
の
日
を
期
と
し
て
、
り
っ
ぱ
な

社
会
人
に
成
長
し
て
い
た
だ
き
、

わ
が
村
の
発
展
の
た
め
に
が
ん
ば

っ
て
下
さ
い
。
」
と
若
者
た
ち
を
励

ま
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
岸
議
会

副
議
長
の
祝
辞
、
記
念
品
の
贈
呈

と
続
き
、
最
後
に
成
人
者
を
代
表

し
て
、
重
地
の
鈴
木
博
文
君
が
「
今

日
の
感
激
を
今
後
私
た
ち
の
人
生

に
生
か
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
一
と

謝
辞
を
述
べ
、
閉
式
と
な
り
ま
し
．記念品贈呈

た
。

式
典
の
後
、
十
日

町
市
教
育
委
員
会
委

員
長
小
林
由
弘
氏
の

「
成
人
を
迎
え
た
皆

さ
ん
に
期
待
す
る
も

の
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
林
氏
は
そ
の
講
演

の
中
で
「
積
極
的
な

考
え
方
を
す
る
こ
と

に
ご
ら
な
い
考
え
方

を
し
　
自
分
自
身
に

正
直
に
生
き
る
こ
と

郷
土
を
た
い
せ
つ
に

す
る
こ
と
」
の
三
つ

を
成
人
の
人
た
ち
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

編

一

一
十
歳
に
思
う
こ
と

　
　
　
田
中
滝
沢
秀
雄
さ
ん

　
　
　
　
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
　
”
七
転
び

　
「
二
十
歳
に
も
な
っ
て
、
こ
ん

な
状
態
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
」

ふ
と
こ
ん
な
嘆
き
を
洩
ら
し
て
は

寂
蓼
を
感
ず
る
自
分
が
情
け
な
い
。

友
人
た
ち
は
、
着
々
と
自
分
の
人

生
を
築
き
あ
げ
て
い
る
が
、
私
は

ま
だ
、
将
来
の
展
望
す
ら
欠
い
て

い
る
。

　
し
か
し
、
私
は
こ
の
二
年
半
、

同
世
代
の
若
者
に
は
経
験
で
き
な

い
よ
う
な
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
苦
い
経
験
は
、
私
の
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
プ
ラ
ス
に
な
る

八
起
き
”
と
言
う
よ
う
に
　
何
度

も
壁
に
ぷ
ち
当
た
っ
て
こ
そ
、
自

分
の
人
生
も
深
み
が
出
て
味
わ
い

の
あ
る
も
の
に
な
る
と
思
う
。

　
私
は
ま
だ
、
人
生
の
目
的
や
意

義
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
ほ
ど
の

知
識
も
経
験
も
な
い
。
だ
が
、
競

争
社
会
に
生
き
て
い
る
以
上
、
努

力
せ
ず
に
手
に
は
い
る
も
の
は
何

一
つ
な
い
の
だ
。
私
の
人
生
は
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
だ
。
　
「
い
か

な
る
」
人
生
に
す
る
か
は
、
こ
れ

か
ら
の
努
力
以
外
に
な
い
。

私
の
人
生
経
験

　
　
　
　
倉
俣
岡
村
新
子
さ

　
二
十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
て

一
番
痛
感
し
た
こ
と
は
、
人
間
関

係
の
難
し
さ
で
す
。
私
は
二
年
間

東
京
で
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
中
里
村
を
離
れ
、
大

都
会
で
の
生
活
は
、
と
て
も
厳
し

く
辛
い
も
の
で
し
た
。
自
分
自
身

が
し
っ
か
り
し
て
い
て
も
、
時
に

は
荒
波
に
流
さ
れ
、
く
ず
れ
て
し

ま
う
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
若

い
人
が
一
年
く
ら
い
で
都
会
か
ら

帰
っ
て
く
る
の
も
、
そ
れ
だ
け
都

会
の
生
活
が
厳
し
い
か
ら
で
は
な

ん

い
で
し
よ
う
か
。

　
私
も
、
今
度
中
里
村
の
一
員
と

し
て
生
活
し
て
い
く
わ
け
で
す
が

就
職
先
が
見
つ
か
ら
ず
大
変
困
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
に
対

策
を
た
て
て
い
た
だ
き
、
中
里
村

が
若
者
の
た
く
さ
ん
い
る
村
に
な

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
私
た
ち
若
者
も
精
一
杯
の

努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
人
生

　
自
分
は
、
七
月
十
六
日
の
成
人

式
に
出
て
驚
き
ま
し
た
。
友
だ
ち

の
あ
ま
り
の
変
わ
り
様
に
。

　
友
だ
ち
は
す
っ
か
り
，
大
人
っ
ぽ

く
な
っ
た
り
、
落
ち
つ
き
が
出
て

き
て
い
る
の
に
、
自
分
は
、
ま
だ

昔
の
ま
ま
子
ど
も
み
た
い
に
無
邪

気
に
遊
ん
で
い
る
。
社
会
の
動
き

に
し
て
も
大
体
の
人
は
分
か
っ
て

い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
自
分
は

全
く
分
か
ら
な
い
と
い
っ
て
も
い

い
様
で
あ
る
。
け
れ
ど
自
分
は
、

ひ
と
つ
の
事
に
熱
中
で
き
る
と
思

宮
中
山
田
　
勇
さ
ん

う
。
カ
ッ
コ
を
つ
け
る
よ
う
だ
け

れ
ど
仕
事
に
し
て
も
熱
中
し
て
い

る
と
自
分
で
は
思
っ
て
い
る
。
ま

し
て
今
の
会
社
に
入
社
し
て
三
年

目
に
な
る
か
ら
そ
れ
な
り
の
責
任

だ
け
は
や
り
と
お
し
た
い
。

　
成
人
式
を
境
に
し
て
短
所
を
一

つ
づ
つ
な
く
し
、
自
分
の
人
生
だ

か
ら
、
人
に
左
右
さ
れ
ず
、
自
分

の
選
ん
だ
道
を
ま
。
っ
す
ぐ
行
き
た

い
と
思
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
見
て
い
て

く
だ
さ
い
。
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気分すっきり、踊りに熱中

’82

みんなで踊ろう清津峡まつり

　
第
十
二
回
清
津
峡
ま
つ
り
が
、

去
る
七
月
十
七
日
、
十
八
日
、
清

津
峡
温
泉
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
七
日
の
夜
は
、
カ
ラ
ス
踊
り

大
会
、
た
る
酒
大
会
、
も
ち
つ
き

大
会
、
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
お

お
ぜ
い
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
こ
の
地
方
特
有
の
カ
ラ
ス
踊
り

大
会
に
は
、
お
お
ぜ
い
の
人
た
ち

が
参
加
し
、
大
き
な
踊
り
の
輪
が

広
が
り
ま
し
た
。

　
も
ち
つ
き
大
会
に
は
、
村
外
か

ら
の
宿
泊
客
の
一
行
が
飛
び
入
り

し
、
慣
れ
な
い
腰
つ
き
で
も
ち
を

つ
い
て
い
ま
し
た
。

　
ド
ド
ド
ー
ン
大
音
響
と
と
も
に

夜
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
花
火
の

’鷲灘轟、．灘構

うまそうなフキですね無料ですか？うまいですねなかなかいいできばえですね

麗
霧
つ
凹

　
　
　
帆
る
G⑪
愚

　
最
近
、
夏
ま
つ
り
に
カ
ラ
オ
ケ

大
会
、
芸
能
大
会
、
民
謡
流
し
、

子
ど
も
み
こ
し
な
ど
を
行
う
集
落

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
い
く

つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
芋
沢

6
八
月
三
十
日
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
午
後
七
時
半
～
　
神
社
境
内

■
八
月
三
十
一
日
　
子
ど
も
み
こ

　
し
、
午
前
九
時
半
～
神
社
境
内

　
出
発

◎
上
山

■
八
月
三
十
日
　
子
ど
も
み
こ
し

　
午
前
九
時
半
～
神
社
境
内
出
発

■
芸
能
大
会
　
午
後
七
時
半
～

　
神
社
境
内

◎
倉
俣

■
八
月
十
六
日
　
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
午
後
七
時
半
～
遊
園
地

o
八
月
二
十
一
日
　
子
ど
も
み
こ

　
し
、
午
前
九
時
半
　
神
社
境
内

◎
重
地

■
八
月
十
五
日
　
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
午
後
八
時
～
　
観
音
様
境
内

■
八
月
二
十
日
　
花
火
打
ち
上
げ

　
午
後
八
時
～

◎
干
溝

■
八
月
二
十
八
日
　
夜
店
、
民
謡

　
踊
り
、
午
後
八
時
～
神
社
境
内

■
八
月
二
十
九
日
　
子
ど
も
み
こ

　
し
、
午
前
九
時
半
～
神
社
境
内

　
出
発

　
　
　
　
●
◎
」

◎
◎
3

響い
ゆ

　
　
　
”

　
　
　
い

　
　
　
ま

　
　
　
、
つ

　
　
　
ン

　
　
　
ウ

　
　
　
ン

　
　
　
ウ

　
　
　
　
ヤ

　
　
　
．
よ

　
　
　
た

　
　
　
え

　
　
　
ま

　
　
　
か

　
　
　
つ

　
　
　
マ

　
　
　
マ

大
輪
に
大
き
な
拍
手
が
わ
き
、
漢

谷
の
祭
り
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
十
八
日
は
、
ニ
ジ
マ
ス
釣
大
会

ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り
、
た
る

酒
大
会
、
深
山
市
、
盆
栽
市
な
ど

が
行
わ
れ
終
日
お
お
ぜ
い
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
浅
瀬
に
作
ら
れ
た
ニ
ジ
マ
ス
の

つ
か
み
ど
り
の
会
場
に
は
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、

ズ
ボ
ン
や
パ
ン
ツ
ま
で
濡
し
て
奮

、
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　
清
津
川
に
魅
せ
ら
れ
て
今
年
で

五
回
目
の
参
加
と
い
う
、
塩
沢
か

ら
来
た
田
村
さ
ん
は
「
清
津
川
も

清
津
峡
ま
つ
り
も
と
て
も
い
い
で

す
よ
」
ま
た
、
サ
オ
を
片
手
に
六

日
町
の
小
泉
さ
ん
も
「
素
朴
な
祭

り
で
い
い
で
す
ね
」
と
印
象
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

人が多くてニジマスも負けそう

ねばりが出てキネがおもいよ～おいしいね。おいしいね。

上
手
に
花
火
を

　
　
　
　
　
上
げ
よ
う

　
夏
の
夜
、
夕
涼
み
を
か
ね
て
の

花
火
は
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
風

情
の
あ
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
夏
の
風
物
詩
の
花
火

も
中
身
は
火
薬
で
す
。
取
扱
い
を

一
歩
で
も
誤
ま
る
と
、
や
け
ど
や

人
身
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
た
が
ん
具
危
害
情
報
の
中
で
一

番
多
い
の
が
花
火
で
、
が
ん
具
全

体
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
《
取
扱
い
上
の
注
意
》

　
花
火
の
種
類
に
応
じ
て
取
扱
い

も
異
な
り
ま
す
。
火
を
つ
け
る
前

に
注
意
書
き
を
よ
く
読
む
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
点
火
方
法
も
下
に

置
く
花
火
は
線
香
で
、
手
に
持
つ

花
火
は
ロ
ウ
ソ
ク
で
、
と
区
別
す

る
ほ
う
が
安
全
で
す
。

　
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒

物
花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え
て

も
、
筒
の
中
を
絶
対
に
の
ぞ
い
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　
そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
だ
け
の
花

火
遊
び
は
避
け
る
と
と
も
に
、
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
必
ず
用
意
し

火
の
後
始
末
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
購

呂
鞭

　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●
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簡
つみんなで考えよ

　
今
年
度
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
村
全
体
と
し
て
転
作

目
標
面
積
（
二
四
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
達
成
で
き
る
見
込
み
と

な
り
ま
し
た
。
未
達
成
集
落
も
昨
年
よ
り
大
幅
に
減
り
、
集
落
ぐ

る
み
の
計
画
加
算
地
区
も
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
い
つ
終
る

と
も
わ
か
ら
な
い
水
田
利
用
再
編
対
策
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
転
作
田
の
有
効
利
用
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
村
内
で
転
作
を
実
施
し
て
い
る
作
物
の
中
で
期
待
さ

れ
る
三
品
目
を
紹
介
し
ま
す
。

　
転
作
を
め
ぐ
る
情
勢
は
誠
に
厳

し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
臨
調
で

は
、
転
作
作
物
の
選
択
に
配
慮
し

つ
つ
、
奨
励
金
依
存
か
ら
早
期
脱

却
を
図
る
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
五

十
八
年
か
ら
の
第
三
期
対
策
に
向

け
て
さ
ら
に
厳
し
い
事
態
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
今
後
転
作
奨
励
金

の
削
減
、
転
作
面
積
の
拡
大
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に

は
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
条
件
の

悪
い
田
で
捨
て
作
り
に
近
い
や
り

方
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
転
作
田
を

有
効
利
用
し
、
少
し
で
も
多
く
の

収
益
を
あ
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
か
ら

各
集
落
ご
と
に
転
作
定
着
化
推
進

協
力
員
を
置
い
て
集
落
ぐ
る
み
で
転

作
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
十
五
集
落
で
計
画
加
算
、

三
集
落
で
団
地
化
加
算
が
つ
く
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
各
集
落
で
話
し
合
い
に
よ
る

転
作
が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
こ

と
は
、
大
変
喜
こ
ば
し
い
こ
と
で

す
。　

村
と
し
て
も
、
農
協
、
農
業
改

良
普
及
所
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

皆
さ
ん
の
要
望
に
積
極
的
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
《
駆
ま
す
。

　
今
年
も
、
大
豆
、
ふ
か
み
ど
り

メ
ロ
ン
、
夏
秋
ト
マ
ト
、
加
工
ナ

ス
、
ス
カ
シ
ユ
リ
、
春
ま
き
小
麦

の
試
験
畑
を
設
け
、
栽
培
技
術
の

普
及
や
可
能
性
を
さ
ぐ
っ
て
い
ま

す
。

　
先
般
、
転
作
定
着
化
推
進
協
力
員

が
視
察
し
た
南
魚
沼
、
北
魚
沼
で

は
、
転
作
田
を
利
用
し
、
メ
ロ
ン

や
ス
イ
カ
な
ど
の
栽
培
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
村
も
、
皆

の
知
恵
と
努
力
で
こ
の
転
作
問
題

を
解
決
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。

　　　　　大　　　豆

　大豆栽培は、村内の転作田の23％に当

る29ヘクタールの畑に栽培されています。

大豆栽培は、機械作業がしやすく比較的

手間がかがら葦“あそ、上山、如来寺、

朴木沢などの水稲組合で計画的に大面積

を作付しています。

灘鞭i灘i灘醗
　　ふかみどりメロン
　ふかみどりメロンを転作作物として定

着化させようと、倉俣地区の3戸の農家

が栽培に取り組んでいます。メロンの需

要は盆前がピークになるため、盆前出荷

を目指し、10a当り40～45万の粗収入を

あげたいとはりきっています。
避1一　’騰

　　　夏秋トマト
　夏秋トマト栽培は、10数年前から倉俣

地区で行われています。今年、倉俣地区

では、転作田を利用して、2団地の連た

ん団地で1．35ha栽培しています。昨年か

ら新しく雨よけの施設を取り入れ品質の

向上と収益の向上に力を入れています。

二十歳と国民年金

　
わ
が
国
で
は
、
　
国

民
年
金
に
二
千
八
百
万

人
が
加
入
し
一
千
万
の

人
々
が
、
お
よ
そ
二
兆

九
千
億
円
の
年
金
を
受

け
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
成
人
に
な
ら
れ
て
、

八
つ
の
公
的
年
金
制
度

の
ど
れ
に
も
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
ら
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
国
民
年
金
は
、
人
生
の
い
ろ

い
ろ
な
事
故
に
備
え
る
国
の
保
障

制
度
で
す
。
そ
の
加
入
者
数
で
は
、

わ
が
国
で
最
も
規
模
が
大
き
い
社

会
保
険
で
あ
り
、
社
会
保
障
制
度

の
重
要
な
柱
で
す
。

　
老
後
の
生
活
の
支
え
と
な
る
老

齢
年
金
だ
け
で
な
く
、
加
入
し
て

」
年
経
っ
た
後
に
、
身
体
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
…
障
害
年
金
、
夫

が
亡
く
な
っ
た
と
き
…
母
子
年
金

な
ど
が
あ
な
た
や
家
族
の
支
え
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
な

っ
て
あ
わ
て
る
こ
と
な
く
今
か
ら

自
分
の
た
め
に
国
民
年
金
に
加
入

し
、
「
年
金
権
は
保
険
料
で
築
く
も

の
」
と
考
え
て
、
保
険
料
の
払
い

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

20歳ですノ

　国民年金加入です！
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十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は

十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

中
里
村
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
、

広
域
的
に
消
防
活
動
、
と
畜
場
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
御
陣
荘
）

の
各
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
の
分
担
金
は
、
六
千
六

百
七
十
七
万
円
（
前
年
比
十
八
・

七
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
歳
出
全
体
の
九
四
・
三
％
が
清

防
費
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
の

決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

般
会
計

　　　　惣鶴ふ
　　　　　　　（61．3％）

　　消防費
歳出　　54，384万円

5億7，6鱗（94．3％）

万円

繰越金
1，273万円

　　　　非常婬
　　　　　消防費
消防　　1砥792万円
施設費　（18’7％）

8260万円
1（董4．3％）

津南町
10，268人

／
錫4〆」　伊

消火活動は俺たちの手で

組合債の状況

／十日町市
27，434万円

（46．5％）ノ

F分担金及ぴ

灘繍騰1

借入先別

　　　　　薦鰹蟹
　　護漁．曇：鰯円蒙、

　　　〈嚥藩％〉鷹

中里村
6，677万円（U，3％）

髭、
》

　
　
　
八
十
三
万
円

二
千
二
十
五
万
円

七
千
五
十
一
万
円

3，3、7驚6％）／、，、1謙．7霧

第
四
銀
行

共
済
組
合

郵
　
政
　
省

大
　
　
蔵
　
省

（万円）計会

利用者

11，771人

目的別

一
億
七
千
六
百
十
三
万
円

　
　
　
　
五
百
三
十
九
万
円

三
千
二
百
六
十
三
万
円

九
千
七
十
六
万
円

一
億
三
千
八
百
九
十
四
万
円

別

消
防
設
備

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
特

消
防
・
庁
舎

と
　
畜
　
場

その他504人

川西町　85人

中里村318人

十日町市596人

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引

総合福祉センター
特　別　会　計

2，939 2，730 209

と畜場事業
特　別　会　計

3，739 3，098 641

合　　　計 6，678 5，828 850

…
．
響
難

　
　
　
　
　
る
こ
と
は
言
う
ま
で

麟
　
　
　
　
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
水
は
、
石
油
の
よ

う
に
枯
渇
し
て
し
ま

う
も
の
で
は
な
く
、

大
陽
の
恵
み
に
よ
っ

て
た
え
ず
地
球
上
を

め
ぐ
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
今

年
は
降
水
量
が
少
な

く
そ
の
上
、
異
常
な

カ
ラ
梅
雨
に
見
舞
れ

村
内
で
も
渇
水
現
象

が
で
て
き
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
わ
た
し
た
ち
は
、
家
庭

で
ど
の
く
ら
い
の
水
を
使
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
度
簡
易
水
道
使
用
量
は
、

三
十
二
万
二
千
九
百
八
十
立
方
眉

で
、
一
人
一
日
平
均
百
五
十
三
認

（
一
升
ビ
ン
で
八
十
五
本
）
と
な

り
ま
す
。
夏
場
は
、
一
年
の
う
ち
で

も
最
も
水
を
使
う
季
節
で
す
。
い

ま
一
度
、
暮
ら
し
の
中
の
水
の
た

い
せ
つ
さ
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

《
節
水
ポ
イ
ン
ト
》

★
洗
濯
は
、
ま
と
め
て
し
ま
し
ょ

　
う
。

★
風
呂
の
水
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

★
水
道
の
蛇
口
は
、
こ
ま
め
に
開

　
閉
し
ま
し
ょ
う
。

★
水
洗
ト
イ
レ
の
流
し
す
ぎ
を
や

　
め
ま
し
よ
う
。

　
茎
D

琶

鯉

凶
，
腱

名簿作成に
　　　　　　　　　ご協力を

　役場では、村内出身者で県外で活躍さ

れている万々の名簿を作成したいと考え

ていまず。この名簿作成の目的は、県外

出身者と村との交流を図りいつまでも村

を愛していただくとともに、過疎化のす

すむわが村に活力を入れるための礎とす

るものです。

　村民の階さんとともに活力ある村を作

りあげたいと考えています。ご理解とご

協力をお願いします。

　廓尚、調査表は、村政事務嘱託員を通

して、すでに配布済ですのでよろしくお

願いします。

　　　　　　　　　　　担当開発課



象
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おもしろい行事などがありまし

たら教えてください。

＊行・事・予・定＊
　　　　　崇変更することがあります。
　　　　　・御用の際は担当課で確認を

11（水） 村民体力テスト（貝野㈲体育館19：30～）

12休） 村民体力テスト（倉俣㈲体育館19：30～）

13㈹ 心配ごと相談日（老人センター）

14㈹

15（目）
休日救急医（山口医院02575－5－2003）

終戦記念日

16（月）

17（火） 婦人リーダー養成講座
　　（点字・総合センター13：30～）

18㈱

19休）
年金相談所開設（老人センター9：30～15：00）

村民体力テスト（田沢㈲体育館19：30～）

2（趨

母親学級（保健センター8：30～9：00）

若い母親学級（折り紙19：00～）

妊婦検診（上村病院13：30～14：00）

農地関係許可申請メ切
心配ごと相談日（老人センター）

21仕）

22（日） 休日救急医（千手診療所02576－8－2034）

23（月） 処　暑

24（刈

25㈱

26休）

27働 心配ごと、行政相談日（老人センター）

28㈹

29（日）
休日救急医（水沢診療所02575－8－2039）

三社みこしがやってきます

30（月） 胃集団検診（日程は個人通知）

31（火） 胃集団検診（日程は個人通知）

1休）
胃集団検診（日程は個人通知）

防災の日　関東大震災記念日

2休） 胃集団検診（日程は個人通知）

3團
胃集団検診（日程は個人通知）

心配こと相談日（老人センター）

4（土）

5（日） 休日救急医（上村病院2111）

6（月） 胃集団検診（日程は個人通知）

7（火） 胃集団検診（日程は個人通知）

8㈱

9休）

10働
農業者年金、農地相談日（役場農政課）

心配ごと相談日（老人センター）

第
一
手
ー
ム
”
璽
勝

　
七
月
十
八
日
、
田
沢
小
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
で
第
六
回
村
民
体
育
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
か
ら
の

ぐ
ず
つ
き
模
様
の
天
気
も
、
参
加

者
た
ち
の
気
持
ち
が
通
じ
た
よ
う

に
晴
れ
わ
た
り
、
終
日
楽
し
い
体

育
祭
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
各
集
落
の
区
長
さ
ん
と
体

育
協
会
な
ど
の
協
力
の
お
か
げ
で

お
お
ぜ
い
の
（
約
五
百
人
）
参
加

村

停電のお知らせ
8月25日㈱午後1時～5時

田中の一部、桂、小原、干溝。

　表　紙　写　真
第6回村民体育祭のつな引きの

場面です。

戻
体
育
祭

者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
た
ち
は
、
日
ご
ろ
鍛

え
た
健
脚
を
競
い
あ
い
、
観
客
か

ら
大
き
な
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
た
ち
も
、
昔
と
っ
た

き
ね
ず
か
で
若
者
に
負
け
な
い
ハ

ッ
ス
ル
ぷ
り
で
し
た
。

　
紅
白
玉
入
れ
で
は
、
少
し
で
も

多
く
玉
を
入
れ
よ
う
と
終
了
の
合

図
も
聞
こ
え
ず
注
意
さ
れ
る
一
幕

あっ、もうだめ一

㌔
．

、　“愚・欝謙鞭識ぜ
　　陶．　　㎎　礁、　　～ぺ

　村民大リレーすごい迫力

青轟畷艇

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
百
足
レ

ー
ス
で
は
、
ハ
チ
マ
キ
に
風
船
を

結
ん
だ
若
い
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
の

意
気
の
合
っ
た
走
り
は
、
他
の
追

随
を
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後

の
種
目
、
村
民
大
リ
レ
ー
は
、
と

て
も
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
成
積
は
、
第
一
チ
ー
ム
（
芋
沢

田
沢
、
東
田
沢
、
桂
、
如
来
寺
、

豊
里
）
が
優
勝
し
、
つ
づ
い
て
第

二
位
、
第
ニ
チ
ー
ム
（
上
山
、
田

中
、
小
原
）
第
三
位
、
第
五
チ
ー

ム
（
倉
俣
地
区
）
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
お
お
ぜ
い
の
参
加
で
、
地

域
の
連
帯
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
高
道
山

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
　
部
　
等
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
い
人
か
ら
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
も

　
パ
ス
ケ
ッ
ト
・
ス

キ
ー
・
テ
ニ
ス
と
ス

ポ
ー
ツ
抜
群
な
阿
部

等
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

ら
い
た
い
で
す
ね
凶

　
村
に
望
む
こ
と
は
「
中
学
校
の

体
育
館
も
老
朽
化
し
て
き
て
、
ボ

ー
ル
の
は
ず
み
が
違
う
と
こ
ろ
が

あ
る
ん
で
す
よ
。
村
民
体
育
館
が

㊧
＠
⑳
＠
＠

　
阿
部
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
桔

梗
原
土
地
改
良
区
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
「
仕
事
は
、
と
て
も
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
。
水
路
工
事
な
ど

が
完
成
し
た
と
き
、
皆
が
喜
こ
ん

で
い
る
姿
を
見
て
い
る
と
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
ね
凶
高
校
の
時
は

サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
た
と
い
う

阿
部
さ
ん
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
は
じ

め
て
「
今
年
で
七
年
目
で
す
。
部

員
の
中
で
私
が
一
番
若
い
ん
で
す

よ
。
　
（
当
年
二
十
四
歳
）
も
っ
と

欲
し
い
で
す
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
目
標
は
「
来
年
こ
そ
は
県
大

会
へ
行
き
た
い
凶

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
魅
力
は
「
な

ん
と
い
っ
て
も
、
仲
間
と
と
も
に

汗
を
流
し
な
が
ら
走
り
回
る
こ
と

で
す
よ
。
そ
の
後
の
生
ビ
ー
ル
は

も
う
、
最
高
で
す
ね
一

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
活
発
に
な
ら

な
い
の
は
「
中
里
村
に
勤
め
先
が

な
い
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
す
か
凶
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

察
内
極

浅
草
三
社
ま
つ
り
が

　
　
　
や
？
て
く
る
。

　
東
京
浅
草
の
三
社
ま
つ
り
の
み

こ
し
が
こ
の
夏
、
上
山
、
山
崎
ま

つ
り
に
合
せ
て
、
二
百
人
の
か
つ

ぎ
手
と
百
人
の
観
光
容
と
と
も
に

中
里
村
へ
や
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
発
端
は
、
商
工
会

が
地
元
の
振
興
を
図
る
た
め
に
開

い
た
講
演
会
の
講
師
に
来
ら
れ
た

下
町
タ
イ
ム
ス
社
社
長
今
泉
清
氏

の
提
案
で
、
商
工
会
の
青
年
部
の

有
志
が
東
京
錦
糸
町
カ
ッ
パ
祭
り

に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。

　
六
月
二
十
九
日
に
、
中
里
村
浅

草
三
社
ま
つ
り
を
呼
ぷ
会
が
結
成

さ
れ
会
長
に
桑
原
久
丸
さ
ん
、
実

行
委
貝
長
に
は
貝
沢
洋
次
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
委
貝
長
の
貝
沢

さ
ん
は
「
東
京
の
過
密
都
市
台
東

区
と
中
里
村
の
交
流
の
き
っ
か
け

広報噸かマと9）　　閥◎313　57．8．10

　
七
月
二
十
七
日

総
合
セ
ン
タ
ー
で

高
齢
者
講
座
の
一

環
と
し
て
、
新
潟

日
報
社
論
説
委
貝

大
矢
良
広
氏
に
よ

る
「
時
事
問
題
を

語
る
」
と
題
し
た

講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
千
万
人
も
レ
る
と

　
　
　
　
　
　
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
、
日

本
は
比
較
的
住
み
や
す
い
状
況

に
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
、
も

の
す
ご
い
赤
字
国
債
（
国
の
借

金
）
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
。
国
民
一
人
あ
た
り
の
金
額

に
す
る
と
七
十
万
円
に
も
及
ん

で
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
一
方
、
人
口
の
高
齢
化
が
急

速
に
す
す
み
、
六
十
五
歳
以
上

の
老
人
が
一
千
万
人
に
達
し
て

い
る
。
老
後
の
生
活
は
、
医
療

と
年
金
が
経
済
的
な
柱
と
な
っ

て
い
る
が
、
負
担
の
公
平
を
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し
て
い
く

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
あ
る
と
と
も

に
、
人
情
や
心
の
豊
か
さ
を
た
い
せ

つ
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

　「蒸癖
繊灘≧い

凶
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
七
十
一
名
の
お
年
寄
り
た
ち
は

身
近
な
問
題
と
解
か
り
や
す
い
話

し
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

熱心に耳を傾けるお年寄たち

亀

　
七
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
、

群
市
子
ど
も
会
交
歓
会
が
清
田
山

自
然
運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
遊
歩
道
を
利
用
し
た
ウ

オ
ー
タ
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
八
十
六
名
は
、
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら

遊
歩
道
を
か
け
巡
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
テ
ン
ト

設
営
、
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
の
説
明
が

行
わ
れ
た
あ
と
楽
し

い
楽
し
い
夕
食
の
準

備
班
と
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
し
班
、
テ
ン

歓
会

ト
張
り
班
に
分
か
れ
準
備
を
す
す

め
、
よ
う
や
く
五
時
半
、
お
い
し

い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
ま
し
た
。

大
な
べ
に
三
つ
も
作
っ
た
カ
レ
ー

が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
の
食
欲
ぷ

り
で
し
た
。

轟

文
土
器
（
口
縁
部
に
小
さ
な
穴
が

あ
る
）
や
矢
柄
研
磨
器
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
、
そ
の
下

の
最
下
層
に
無
紋
土
器
が
発
見
さ

れ
た
た
め
、
今
回
の
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

うまくとげるかなあ一

豊
　
里小

柳
善
正
さ
ん

　
　
　
　
　
　
良
　
子

　
善
正
さ
ん
が
良
子
さ
ん
の
お
兄

　
さ
ん
と
同
じ
会
社
に
勤
め
て
い
て

　
「
お
ま
い
た
妹
を
紹
介
し
ら
っ
し

　
ゃ
い
一
と
言
っ
た
の
が
縁
で
結
ば

　
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
て
会
っ
た
時

　
か
ら
「
俺
の
嫁
さ
ん
に
は
、
こ
の

　
人
し
か
い
な
い
一
と
感
じ
た
そ
う

　
で
す
。
善
正
さ
ん
が
ほ
れ
こ
ん
だ

　
だ
け
あ
っ
て
、
良
子
さ
ん
は
と
て

　
も
か
わ
い
い
七
つ
年
下
の
お
嫁
さ

　
ん
で
す
。
あ
ま
り
仲
が
良
い
の
で

　
た
ま
に
は
ケ
ン
カ
も
す
る
で
し
ょ

　
う
と
水
を
差
す
と
「
ケ
ン
カ
な
ん

て
し
ね
な
あ
ホ
「
し
な
い
ね
シ

、
　
　
　
‘
、
。
　
’

之
　
と
り
つ
く
し
ま
カ
な
レ

　
新
婚
旅
行
は
「
海
の
向
こ
う
の

方
。
と
っ
て
も
良
か
っ
た
ぜ
の
一

と
、
も
う
目
じ
り
が
下
り
っ
ぱ
な

し
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
目
下
奮
闘
中

と
の
こ
と
で
「
豊
里
の
山
の
中
で

走
り
回
ら
せ
、
た
く
ま
し
く
育
て

た
い
凶
お
互
い
に
要
望
す
る
こ
と

は
な
い
け
れ
ど
「
タ
バ
コ
の
吸
い

過
ぎ
に
気
を
つ
け
て
欲
し
い
一
善

正
さ
ん
の
健
康
を
気
づ
か
う
気
持

ち
が
い
じ
ら
し
い
。

　
郷
ひ
ろ
み
タ
イ
プ
が
理
想
だ
っ

た
と
話
す
良
子
さ
ん
も
、
善
正
さ

ん
の
心
の
温
か
さ
に
ま
い
っ
て
し

ま
っ
た
と
が
。

　
　
　
　
　
今
年
で
四
回
目
の

　
　
査
壬
遺
跡
の
発
堀
調
査

　
　
　
　
が
、
国
学
院
大
学
助

　
　
調
教
授
小
林
達
雄
氏
を

る
掘
団
長
に
四
＋
五
名
の

　
　
　
　
考
古
学
専
攻
の
大
学

　
　
発
生
の
手
で
七
月
二
＋

探
跡
四
日
ー
三
士
日
ま

　
　
遣
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

を
壬
翫
繕
韓

　
　
　
　
の
草
創
期
の
も
の
と

代古

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
に
、
石
鎌

（
や
じ
り
）
土
器
、

石
斧
（
お
の
）
が
発

見
さ
れ
た
他
に
、
と

て
も
珍
ら
し
い
円
孔

と
し
た
い
い
と
ハ
リ
キ
ッ
て
い
ま
す
。

　
《
催
し
物
》

◎
二
十
九
日
㈲

薗
お
祭
り
広
場
十
三
時
～
十
七

　
時
田
沢
小
中
学
校
グ
ラ
ン

　
ド
、
盲
目
の
折
紙
師
加
瀬
三
郎

　
氏
に
よ
る
折
紙
の
講
習
、
ト
ヨ

　
タ
の
マ
ン
ガ
車
な
ど
の
展
示
、

　
ど
じ
ょ
う
す
く
い
。
農
産
物
の

　
即
売
な
ど
…
…
ρ

■
三
社
み
こ
し
　
十
六
時
～
十
九

　
時
上
山
神
社
出
発
村
道
経

　
由
　
田
沢
小
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

　
み
ん
な
の
参
加
で
祭
り
を
も
り

　
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

稲
の
管
理

　
　
　
夏
は
短
か
い
予
報
で
す

　
八
月
に
入
り
稲
の
出
穂
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
時
期
に
曇
り
や
雨
が
続

く
と
倒
伏
や
穂
い
も
ち
が
多
発
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
温

が
続
く
と
稲
体
機
能
低
下
や
老
化

が
す
す
み
や
す
く
な
り
ま
す
の
で

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
出
穂
前
後
は
深
水
か
ん
水
を

し
、
そ
の
後
は
こ
き
ざ
み
な
間
断

か
ん
が
い
や
走
り
水
か
ん
が
い
を

繰
り
返
し
、
落
水
期
（
出
穂
後
二

十
五
日
く
ら
い
）
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
落
水
日
数
を
多
く
し
て
く
だ

さ
い
。

二
、
カ
メ
ム
ふ
類
（
班
点
米
）
め

多
発
し
や
す
い
条
件
が
続
い
て
い

ま
す
の
で
、
草
刈
り
を
早
め
に
行

い
薬
剤
散
布
を
十
分
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。


